CMS用概要

高知県高等学校等奨学金の貸与に関する条例施行規則の
一部を改正する規則の概要
１　改正の理由
経済的な理由により著しく修学が困難な者に貸与している高等学校等奨学金
について、より高校生の修学を支援する制度とするために、高知県高等学校等奨学金の貸与に関する条例を一部改正し、奨学金の額の区分に係る要件を緩和することから、関係規則について見直しを行うものである。

併せて、成績優秀者の世帯のみ対象としていた収入基準額を、全ての世帯に
適用するとともに、特別支援教育就学奨励費との併給を可能にする等の見直し
を行うものである。
　〔高知県高等学校等奨学金の貸与に関する条例の主な改正内容〕
· 貸与月額：国公立18,000円、私立30,000円

· 上記貸与月額に、自宅外通学者にのみ5,000円の加算を認めていたものを、希望した全ての者に5,000円の加算を認めること

· ５千円の加算は、随時、申出により増額又は減額を可能とすること
２　改正の主な内容
（1） 成績要件を撤廃し、収入基準額（ｂ）以下の世帯であれば奨学金の貸与を
受けられるようにするとともに、規則で定めていた収入基準額を、生活保護法の保護の基準を参考にして県教育長が別に定めるようにすること。
（２）特別支援教育就学奨励費との併給を可能とすること。

（３）成績要件の撤廃に伴い、毎年、継続して奨学金の貸与を希望する者に提出を求めていた現況報告書を廃止すること。
（４）生活福祉資金貸付制度要綱の改正に基づき、高知県生活福祉資金貸付

事業に係る文言を修正すること。

（５）条例、規則本文の改正に伴い、関係規則・様式を改正すること。　
（６）この規則の一部改正に伴い、高知県県立高校通学支援奨学金貸与条例施行規則の一部を改正すること。
３　施行期日

この規則は、平成22年４月１日から施行する。

ただし、特別支援教育就学奨励費との併給については、公布の日から施行し、平成21年４月１日から適用する。

